
（別紙３）

～ 令和7年3月31日

（対象者数） 34 （回答者数）
28

～ 令和7年3月31日

（対象者数） 6 （回答者数）
6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

活動の結果を振り返ること、それをもとに次のプログラムを

計画することで、次は「より良い活動」「より良い支援」に

つながるよう取り組んでいます。

2

定期のおたより「いずみだより」を楽しみにされているご利

用者が多くおられます。今後も充実した活動を報告できるよ

うに努めたいと思います。

3

ご利用ニーズに応じて、速やかに利用が開始できるように取

り組んでいます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

ご要望やご提案いただいた場合、事業所内で検討を行ないま

す。

開催の必要性があれば、個人情報の取扱い等考慮に入れ、適

切な手段で開催いたします。

2

地域の学校や児童との交流の機会としてのプログラムは設定

していないものの、社会資源・施設の活用、地域活動に参加

する活動は取り入れています。今後、必要に応じて地域の学

校や児童と交流できる機会も検討したい。

3

ご利用開始時に情報が少ないが故に、支援に不安を感じるご

利用者やご家族がおられます。こういったことができるよう

になれば早い段階で安心できる支援に向かうことができるた

め、その方法を検討しています。

週ごとの活動「制作・課題・外出・レクリエーション・クッキ

ング」を設定している。

週ごとの活動を、いかに支援と結び付けて提供するか、ご利用

者が積極的に取り組むことができるかなどを検討することで、

支援スキルの向上を目指しています。

月1回の「おたより」を配布することで日々の活動を報告して

います。

おたよりを通して、ご利用者自身が楽しかった思い出を振り

返ったり、ご家族へ活動の様子をお伝えしています。

裏面には翌月の「活動スケジュール」を掲載しており、当日の

活動内容が分かるように工夫しています。

短期入所等が利用できる多機能型施設。 同一敷地内に短期入所サービスも併設されており、ニーズに応

じて「放課後等デイサービス」「短期入所」ともに利用できる

よう工夫しています。

新規ご利用開始時に、事業者間での情報共有が出来ていない。 ご家族、ご本人との面接をもとに利用の開始を行なっていま

す。

新規のご利用前後で学校や他事業所、相談支援事業所等と情報

共有ができると早い段階で支援の方向性が確立しやすいと考え

ています。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

ご家族間の交流機会を提供できていない。 事業所主催での「交流機会の場」は開設以来設定しておりませ

んでした。

ご要望やご提案があれば前向きに対処したいと思います。

地域の学校や児童との交流の機会が少ない。 事業所のプログラムとして「地域の学校や児童との交流の機

会」としての活動は開設以来設定しておりません。ご要望やご

提案があれば前向きに対処したいと思います。

令和7年3月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年5月8日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 地域生活支援センター光

○保護者評価実施期間
令和7年3月1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


